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新入会員の紹介

イシ ヤマ　　　ユウ スケ

第1973回例会

1.　明日5日は、18時30分から奉仕プロジェクト委員会
が行われます。後半に向けての各小委員会確認と田植
えがなくなったことでの5月の社会奉仕活動などが主な
テーマです。継続性のある、人道的社会奉仕活動を念
頭に話し合いたいと存じます。

2.　来週11日は、年次総会になっております。川合年度
も早いもので半年になろうとしています。年次総会が
次年度のスタートということで、次年度理事・役員が
決定いたします。是非、多数の会員の方の出席宜しく
お願いいたします。

3.　18日のクリスマス家族会の出席報告が今日4日と
なっております。親睦活動委員会では、今年も色々趣
向を考えてたのしいクリスマスにしたいと頑張ってお
ります。また、準備も大変です。まだ未提出の方おら
れましたらお早めに提出お願いいたします。

4.　12月のロータリーレートは1ドル、80円です。

スポンサー　川合　賢助 会長

新入会員　石山　祐介 君
山形ヤナセ株式会社　管理部長

幹 事 報 告 金田　亮一 幹事

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：渋谷　一男君
点　鐘：PM12：30　川合　賢助 会長 ロータリーソング：「国歌」「四つのテスト」

会長挨拶
　月日の経つのは早いもので12月
7日は24節気の季節区分法によれ
ば「大

タイ 

雪
セツ

」にあたります。もう山の
峰々は、積雪におおわれ、平地も
北風が吹きすさんで、いよいよ冬
将軍の到来が感じられます。今年
もインフルエンザにかからず元気

に過ごしたいものです。
　12月の恒例の楽しいイベントX’マス家族会が12月

18日土田親睦委員長のもと開催します。家族お揃い
でご参加をお待ちしております。
　会員が増員なることは、家族が増えることと同様に
心強く、将来明るさを望める素晴しいことです。本日
かねておためし例会にも出席いただいた山形ヤナセ㈱
石山祐介君をご紹介致します。
　新入会員として山形南RCに新しい風を吹き込んで
頂くことを期待しております。

親睦委員会　土田　貴英 委員長
　12月の会員誕生日は、渋谷一男君、菊
地薫君、宮舘順治君、大久保章宏君、菊
川明君、坂入文人君、のみなさんです。

　ニコニコBOX　伊藤　　誠 君
　川合　賢助 君　亡き父の葬儀への会員各位のご厚情に感謝いたし

ます。有難うございました。
　武田寿美男 君　11月末に体育協会の記念行事に参加して参りま

した。また11月30日実施のフィイアサイド
ミーティングに参加しました。

　長沢　一好 君　フィイアサイドミーティングへの8名の参加有難
うございました。

　渋谷　一男 君　誕生日お祝い戴き有難うございます。
　佐々木吉嗣 君　一月半の闘病生活から復帰いたしました。有難う

ございました。
　山田　　仁 君　いつもお世話になっております。よろしくお願い

いたします。（金田幹事代行）
　大久保章宏 君　誕生日お祝い戴き有難うございます。また息子が

11月24日に結婚いたしました。
　宮舘　順治 君　誕生日お祝い戴き有難うございます。

委員会報告

2012-12／４（火）天気（くもり）



本日出席・前回修正出席
出席率100％ありがとうございました。引き続きご協力お願いします！

会員総数
本　　日

前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

５ ３ 名

５ 2 名

３ ５ 名

４ 2 名 1 0 0 ％４ 2 名

他クラブで
メークアップ
された会員

長沢　一好君 今日の つぶ きやつぶ きやつぶ きや

（ロータリー研究会）武田　和夫

最上義光公は
　郷土の偉大な
　　　殿様だなぁ

「最上義光公の業績」
ゲスト卓話

山形市観光ボランティアガイド協会
　　　　　　　　槌　谷　淳　仁氏
山形市観光ボランティアガイド協会
　　　　　　　　槌　谷　淳　仁氏

ゲスト卓話

１．最上義光公が活躍した時代の主な武将
　・織田信長、豊臣秀吉、徳川家康など
２．最上義光公の名前の読み方
３．山形城祉（霞城公園）について
　・場所と高低　　馬見崎川の扇状地西端、専称寺の

地より30ｍ低い
　・東大手門全景、二の丸、本丸
　・山形城祉（霞城公園）の中の史跡、義光公騎馬
像、斯波兼頼レリーフ、山形市郷土館、霞城の
桜、本丸一文字門など

４．最上義光公の系図
　・清和天皇、斯波兼頼より11代目の城主、室町幕
府を開いた足利尊氏も清和天皇が先祖、斯波家
（室町幕府の管領）

　・義姫（最上義光公の妹、伊達政宗の母上）、駒姫
（最上義光公の二女、15歳で関白秀次の側室と
なり上洛するも、事件に巻き込まれ京都の三条河
原で処刑される。）

　・駒姫の菩提寺　京都市（瑞泉寺）山形市（専称寺）
５．慶長出羽合戦（関ヶ原の戦いと連動）
　　慶長５年（1600）９月12日～９月30日
　・最上義光公（最上軍）
　　戦力　8,000人　　伊達援軍　2,000人
　・直江兼続公（上杉軍）
　　戦力　23,000人
　・主な戦いの場所
　　山形城の支城　畑谷城、長谷堂城
　・戦いの結果
　慶長５年（1600）10月１日上杉軍退却、最上
軍勝利・最上家57万石、日本全国で５番目の領
国となる。上杉景勝の領土は120万石から30万
石に減らされる。

６．最上義光公が行ったこと
　57万石になった義光公は領民のため次の６つ
のことを行いました。

　・約400年前に山形の町造りをしました。
　・お寺や神社を大切にしました。
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のことを行いました。

　・約400年前に山形の町造りをしました。
　・お寺や神社を大切にしました。

　・たくさんの紅花をつくらせました。
　・最上川を安全に船が通れるようにしました。
　・お米がたくさん取れるよう堰を開削し庄内を米ど
ころにしました。

　・京都や大阪の文化を山形にもたらしました。その
おかげで領民は幸せな生活ができるようになりま
した。

７．文化人としての義光公
　・連歌と呼ばれた歌遊びが得意でした。
　　上洛の都度一流文化人（大名、公家、連歌師な
ど）が参加した多くの歌会（連歌を楽しむ会）に
参加し交流しています。

　・当時の大名としては、細川幽斎に次ぐ２番目に多
い連歌を残しています。

　　（33巻、248句が確認されている）
　・古事記や源氏物語などの古い時代の本の内容を良
く理解していました。

　・絵や陶器などの知識も豊富で当事のものが寺院に
残されたり、またその年代の地層から出土してい
ます。

８．最上義光公の菩提寺
　・光禅寺にある義光公、家親公、家信公の墓
　・殉職した家臣の墓
　長岡但馬守、山家河内守、寒河江肥前守、寒河
江十兵衛


